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今月の主な内容
P⑥⑦…	 要援護者登録のお願いP⑧……	 マイナンバーって、なに？P⑰……	 お知らせ
・各種届け出
・KONKATSU	in	有田川
・どんどんまつり
　フリーマーケット出店者募集・町制 10周年記念式典開催・地籍調査の成果の閲覧を実施

今月の表紙
ちいさな駅美術館

（P2 『星野イクミ先生おはなし会』）
防災訓練　（P4	,	5	『地域防災力の強化』）

きらめき　ひろがる　有田川



6 月 13 日（土）、藤並駅 2 階
のちいさな駅美術館にて、絵本作
家、星野イクミさんのおはなし会
がありました。絵本の読み聞かせ
や、星野さんの作品『へんしんね
こ』に登場する「くろちゃん」の
絵かきうたなどで会場は大変盛り
上がりました。

月替わりで絵本作家さんの原画
展を開催している「ちいさな駅美
術館」。8 月は、2 日（日）に絵
本作家、町田尚子さんのギャラ
リートークを開催します。

また、8 月 2 日（日）～ 8 月 15
日（土）の期間、学校におばけ屋
敷が出現します。

昨年金屋図書館で大好評となっ
た、 絵 本 作 家 山 本 孝 さ ん プ ロ
デュースのおばけ屋敷を、今年は
五西月小学校にて開催。おばけ屋
敷のほかにも、カフェや物産販売
などもあります。皆さまふるって
お越しください。

星野イクミ先生
☆おはなし会☆

Sweet 10
Aridagawa
2015 in
かなや

明恵峡温泉
6 月 28 日（日）、かなや明恵峡

温泉にて「Sweet 10 Aridagawa 
2015 in かなや明恵峡温泉」が開
催されました。

当日は、“和歌山のおばちゃん”
桂枝曾丸さんが登場！会場を笑い
の渦に巻き込んでいました。また、
柔道整復師会有田支部による健康
コーナー、ガラガラ抽選会や餅投
げなど、終始にぎわっていました。

今後もまだまだ続く、Sweet 
10 Aridagawa 2015 ！

日程や内容などは、先月号の広
報有田川や有田川町ホームペー
ジをご覧いただくか、金屋庁舎商
工観光課までお問い合わせくださ
い。

ま ち の わ だ い
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第 5 回
有田川町バレーボール大会

6 月 28 日（日）に、大字および事業所対抗によるバレーボール大会が
開催され、男子 11 チーム、女子 5 チームの参加がありました。

【男子の部】　優勝（田口）、準優勝（上中島）、3 位（奥）
【女子の部】　優勝（水尻）、準優勝（下津野）、3 位（天満）
写真は男子優勝チーム・女子優勝チームの方々です。
おめでとうございます！

消防救助
全国大会
出場！

6 月 3 日（水）に開催された第
44 回和歌山県消防救助技術会に
おいて、吉備金屋消防署の玉置利
弘消防士が、垂直のはしご 15m（5
階）を一気に駆け上がる「はしご
登はん」の部で優勝し、全国大会
出場をきめました。

8 月 29 日（土）、神戸市で開催
される第 44 回全国消防救助技術
大会にむけて、一生懸命がんばっ
ています。

ご受章
おめでとうございます
辻本敏由紀さん（88 歳）が、瑞宝双光章を受章されました。
辻本さんは、有田川町立田殿小学校長を務められ、学校施設

の整備、児童の学力・体力の向上に尽力されました。

ま ち の わ だ い
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ま ち の わ だ い

防災避難訓練が
行われました

6 月 7 日（日）に吉備地区（井口・
賢・田角・長谷・船坂の 5 地区）
および清水地区（下湯川）、6 月
28 日（日）に金屋地区（沼田・
本堂・中峯・中の 4 地区）において、
土砂災害を想定した避難勧告発令
時の避難訓練が実施されました。

各地区において、一時避難場所
へ避難後、班ごとに町指定避難所
へ避難し、区民の安否確認や災害
時要援護者の避難支援を行いまし
た。また、県砂防課や気象台によ
る防災講演や役場との無線通信訓
練、炊出し訓練なども行われ、防
災知識を深めました。

災害発生時には、とっさの判断
や行動は難しいものです。各地区
で自主防災訓練を実施し、災害時
の避難場所や支援体制などを確認
し、災害に備えましょう。

地域防災力の強化
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ま ち の わ だ い

各地区で自主防災
訓練が実施されて
います

各地区で、年 1 回の防災訓練
を実施しましょう。
〈防災訓練の取り組み例〉

●出張！減災教室
和歌山県が実施している事業
で、地震体験車や家具固定講座、
避難所運営ゲームなど

●災害時要援護者支援を含めた避
難訓練

●消火訓練や救急救命講習
●避難所での炊出し訓練や防砂資

機材の試運転

風水害や
土砂災害に備えて

台風や大雨などによる風水害や
土砂災害はいつ発生するか分かり
ません。

災害による被害をできるだけ少
なくするためには、一人一人が自
ら取り組む「自助」、地域や身近
にいる人同士が助け合って取り組
む「共助」、役場など公的機関が
取り組む「公助」が重要だと言わ
れています。その中でも基本とな
るのは「自助」、一人一人が自分
の身の安全を守ることです。

緊急時の情報
災害の発生が予測される場合や

災害発生時には、役場から避難勧
告などの情報を発信します。

避難情報をよく聞き、正確な情
報を把握し、落ち着いた行動をと
るようにしてください。

避難情報は、防災行政無線や広
報車、エリアメールなどさまざま
な方法で伝達します。

避難情報の種類

町指定の避難所を
開設します。不安を
感じられる方や、災
害時要援護者など避
難に時間を要する方
は、早めの避難をし
てください。そのほ
かの方は、家族と連
絡をとり避難準備を
開始してください。

災害が発生する危
険性が非常に高まっ
ているため、避難場
所へ避難を開始して
ください。

人的被害が発生す
る可能性が非常に高
いため、直ちに避難
してください。

避難するにあたって
夜間避難は大変危険が伴うた

め、夜間に災害の発生が予測され
る場合は、早めの避難行動を心が
けてください。外が危険な場合に
は、無理をせず自宅の 2 階や近
くの高い建物に避難することが適
切な場合もあります。

避難所への移動だけでなく、次
の全ての行動が避難行動となりま
す。
●指定避難所への避難
●公園、親戚や友人の家など安全

な場所への避難
●建物内の安全な場所（2 階など）

での待機
率先した早めの避難行動をお願

いします。

防災わかやま
メール配信サービス

気象情報、河川水位情報、雨量
情報、避難勧告などの情報を携帯
電話やパソコンのメールで受け取
ることができます。無料で登録で
きますので、ぜひご利用ください。
詳細は和歌山県ホームページをご
参照ください。

登録はこちらのアドレスに、そ
のままメールを送信してくださ
い。

regis t@bousa i .pref .
wakayama.lg.jp

下の QR コードを携帯電話で
読み込んで、メールを送信するこ
とも可能です。

防災に関する問い合わせは、
吉備庁舎総務課まで。

避
難
指
示

避
難
勧
告

避
難
準
備
情
報

メール

地震体験

消火訓練

5



災
害
時
要
援
護
者
が
避
難
を
要
す
る

な
ど
の
緊
急
事
態
に
陥
っ
た
場
合
、「
ど

の
よ
う
な
持
病
が
あ
る
の
？
か
か
り
つ

け
の
病
院
は
？
緊
急
の
連
絡
先
は
？
」

な
ど
の
情
報
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
迅
速

に
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
情

報
を
事
前
に
役
場
に
登
録
し
、
災
害
時

要
援
護
者
台
帳
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
情
報
は
自
治
会
・
民
生

委
員
児
童
委
員
・
自
主
防
災
組
織
な
ど

と
共
有
し
防
災
対
策
に
役
立
て
ま
す
。

●
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
登
録
対
象

者
①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

の
者

③
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護
認

定
に
お
い
て
、
要
介
護
3
以
上
の

判
定
を
受
け
て
い
る
者

④
身
体
障
害
者
の
う
ち
障
害
者
手
帳

を
有
す
る
者
で
、
障
害
の
程
度
が

1
級
ま
た
は
2
級
の
者

⑤
知
的
障
害
者
の
う
ち
療
育
手
帳
を

有
す
る
者
で
、
障
害
の
程
度
が

A
判
定
の
者

⑥
精
神
障
害
者
の
う
ち
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
1
級
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者

⑦
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
受
け

て
い
る
難
病
患
者
、
小
児
慢
性
特

定
疾
患
医
療
受
給
児

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
方
で
、
か
つ
、

次
の
項
目
に
該
当
の
方
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

・
在
宅
の
者
で
あ
っ
て
、
災
害
時
に
自

力
避
難
が
困
難
な
方

・
自
身
の
避
難
支
援
に
か
か
わ
る
個
人

情
報
を
自
治
会
な
ど
へ
提
供
す
る
こ

と
に
同
意
し
た
方

●
登
録
申
請
の
方
法

金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
、
も
し

く
は
、
自
治
会
・
民
生
委
員
児
童
委
員
・

自
主
防
災
組
織
代
表
者
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

そ
の
後
、
町
か
ら
調
査
員
が
自
宅
を

訪
問
し
、
申
請
書
の
作
成
を
お
手
伝
い

し
、
登
録
を
行
い
ま
す
。（
す
で
に
登

録
済
の
方
は
再
登
録
不
要
で
す
）

災
害
時
要
援
護
者
登
録
の
お
知
ら
せ

～
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
～

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

①申請

②調査委託

③調査

④登録

⑥対策・支援など ⑤情報提供

災害時要援護者
高齢者・障害者など

有田川町
やすらぎ福祉課

調査員

地域コミュニティ
自治会・民生委員児童委員・自主防災組織

ぜ
ひ
積
極
的
に

災
害
時
要
援
護
者
の

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
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個
別
避
難
支
援
計
画

（
個
別
計
画
）
の
作
成

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
災
害
時
要
援
護
者
の
う
ち
、
家

族
以
外
の
第
3
者
の
支
援
が
な
け
れ
ば

自
力
避
難
が
困
難
と
さ
れ
る
在
宅
者
を

個
別
計
画
対
象
要
援
護
者
と
し
、
個
別

計
画
を
作
成
し
ま
す
。

個
別
計
画
と
は
、
個
別
計
画
対
象
要

援
護
者
に
避
難
情
報
な
ど
を
伝
え
た

り
、
避
難
所
ま
で
の
支
援
を
誰
が
す
る

の
か
を
事
前
に
定
め
、
避
難
支
援
を
迅

速
に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

●
個
別
計
画
作
成
方
法

個
別
計
画
対
象
要
援
護
者
と
自
治

会
・
民
生
委
員
児
童
委
員
・
自
主
防
災

組
織
な
ど
が
相
談
し
な
が
ら
個
別
計
画

を
作
成
し
ま
す
。

●
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

こ
の
制
度
は
、
あ
く
ま
で
地
域
住
民

が
共
に
助
け
合
う
「
共
助
」
の
も
と
に

行
わ
れ
ま
す
。

災
害
時
に
は
避
難
支
援
者
も
多
く
被

災
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
必
ず
支
援

が
受
け
ら
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
支
援
す

る
方
が
責
任
を
負
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

災
害
が
発
生
し
た
時
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
は
避
難
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
有
田
川
町
で
は
、
災
害
が
発

生
し
避
難
す
る
際
、
家
族
全
員
が
無
事

に
避
難
し
た
こ
と
を
周
囲
に
伝
え
る
た

め
、「
黄
色
い
旗
」を
使
用
し
て
い
ま
す
。

家
族
全
員
で
避
難
す
る
際
、
玄
関
先
に

黄
色
い
旗
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

「
黄
色
い
旗
」
は
、
家
族
全
員
が
避

難
し
た
こ
と
を
周
囲
の
方
に
知
ら
せ
る

た
め
に
立
て
る
も
の
で
す
。
旗
の
立
っ

て
い
な
い
世
帯
に
は
、
声
を
か
け
て
避

難
を
促
し
ま
し
ょ
う
。転
入
な
ど
で「
黄

色
い
旗
」
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
金

屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地域コミュニティ
自治会・民生児童委員・自主防災組織

有田川町災害時要援護者　登録名簿

個別計画対象要援護者

個別計画
・避難支援者
・緊急連絡先
・地区避難所

情報提供

地
域
の
絆
で

要
援
護
者
を
守
ろ
う

黄
色
い
旗
を

ご
存
知
で
す
か
？
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何
の
た
め
に
導
入
さ
れ
る
の
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
と
は
、

国
民
一
人
一
人
が
持
つ
、
12
桁
の
番
号
の

こ
と
で
す
。
原
則
と
し
て
一
度
指
定
さ
れ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
生
涯
変
わ
ら
ず
、
平

成
28
年
1
月
か
ら
、
社
会
保
障
・
税
・
災

害
対
策
の
行
政
手
続
き
で
使
用
が
始
ま
り

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、行
政
を
効
率
化
し
、

国
民
の
利
便
性
を
高
め
、
公
平
か
つ
公
正

な
社
会
を
実
現
す
る
社
会
基
盤
で
あ
り
、

期
待
さ
れ
る
効
果
と
し
て
は
、
大
き
く
3

つ
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
　
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状

況
を
把
握
し
や
す
く
な
る
た
め
、
負
担
を

不
当
に
免
れ
る
こ
と
や
給
付
を
不
正
に
受

け
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
本
当

に
困
っ
て
い
る
方
に
き
め
細
か
な
支
援
を

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
　
国
民
の
利
便
性
の
向
上

添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、
行
政
手
続
が

簡
素
化
さ
れ
、
国
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
行
政
機
関
が
持
っ
て
い
る

自
分
の
情
報
を
確
認
し
た
り
、
行
政
機
関

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

を
受
け
取
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

③   
行
政
の
効
率
化

行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
照
合
、
転
記
、
入
力

な
ど
に
要
し
て
い
る
時
間
や
労
力
が
大
幅

に
削
減
さ
れ
ま
す
。
複
数
の
業
務
の
間
で

の
連
携
が
進
み
、
作
業
の
重
複
な
ど
の
無

駄
が
削
減
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

い
つ
わ
か
る
の
？

平
成
27
年
10
月
以
降
、
住
民
票
の
住
所

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
通
知
す
る
た
め
の

「
通
知
カ
ー
ド
」
を
、
世
帯
ご
と
に
郵
送

し
ま
す
。

※
通
知
を
確
実
に
お
受
け
取
り
い
た
だ
く

た
め
、
住
民
票
の
住
所
と
異
な
る
と
こ

ろ
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
住
所
異
動
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド
は
、
紙
製
の
カ
ー
ド
で
、

券
面
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
氏
名
、
住
所
、

生
年
月
日
、
性
別
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
通

知
カ
ー
ド
に
は
顔
写
真
が
入
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
本
人
確
認
の
際
に
は
別
途
、
顔

写
真
が
入
っ
た
証
明
書
な
ど
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、

い
つ
配
布
さ
れ
る
の
？

通
知
カ
ー
ド
と
と
も
に
送
付
さ
れ
る

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」
で
申

請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
28
年
1
月
以

降
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。初
回
の
発
行
手
数
料
は
無
料
で
す
。 

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
カ
ー
ド
で
、
I
C
チ
ッ
プ
が
搭
載
さ
れ

ま
す
。
券
面
に
は
、
氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
、
性
別
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
が
記

載
さ
れ
、
本
人
の
写
真
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
と

き
は
、
通
知
カ
ー
ド
を
町
に
返
納
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
と
本
人
確
認
が
同

時
に
必
要
な
際
に
こ
れ
1
枚
で
済
む
唯
一
の

カ
ー
ド
で
あ
り
、
カ
ー
ド
の
I
C
チ
ッ
プ

に
搭
載
さ
れ
た
電
子
証
明
書
を
用
い
て
、
e

−

T
a
x
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）
な
ど
の
電
子
申
請
が
行
え
ま
す
。

※
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
有
効
期

限
ま
で
ご
利
用
で
き
ま
す
が
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
と
の
重
複
所
持
は
で
き
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
、な
に
？

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
総
務
課

通知カード
個人番号	 123456789012
氏　　名	 ●●　●●
住　　所	 和歌山県有田郡有田川

町大字●●●番地
生年月日	 ●●年●●月●●日
性　　別	 ●

通知カード（見本）

個人番号カード（見本）
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ
研修会の
お知らせ

☎
３２－５１０２（吉備・金屋）
２５－１２６９（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と清
水の２カ所で介護予防などの相談に
応じています。
最寄りの事業所にご連絡ください。

ぴありんくる ■日時　8月17日（月）
10：30〜 12：00ころ
■場所　金屋文化保健センター

『ぴありんくる』は介護している家族さんと本人さんの集まりの場です。お気軽にご参加ください！

講師／東　英代氏

　県の保健師を退職後、地域の介護予防の
　ボランティアとして活躍されています。
日時／ 8 月 20 日（木） 13:30 開演
場所／金屋文化保健センター　2 階文化ホール
申し込み／不要

この講座は、介護予防への関心が高く、自ら積極的に介護予防に取り組む意思のある方
を対象にした講座です。講座修了後は、介護予防サポーター（地域に介護予防を広げる応
援者）として活動していただけます。
「元気で長生きしたい」「ほかの人にも広げたい」「介護予防事業のお手伝いがしたい」

など、関心がある方は是非お申し込みを！ 2 回以上受講された方には修了書をお渡しし
ます。お申し込みは 8 月 14 日（金）までに包括支援センターまで。

地域ケア研修会
講演「私らしく生きるために」～その人なりの自立を考える～

いきいきサポーター1期生になりませんか？

いきいきサポーター養成講座

第 1 回

開講式
講演「元気で長生きするコツ」
● 8 月 25 日（火）　13 時～

場所／清水行政局　2 階　大会議室
講師／中村嘉典 医師（なかむら内科クリニック）

● 9 月 3 日（木）　13 時～
場所／金屋文化保健センター　小ホール
講師／森田一 医師（森田内科クリニック）

第 2 回 講師は理学療法士・栄養士・歯科衛生士など予定しています。
第 3 回 日程は追って申込者に連絡します。

第 4 回 閉講式
10 月中旬　「介護予防サポーターとしてできること」

若いころはいい加減が
嫌いだった東さん。

今はいい加減が大事だと
思うようになって……
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健康みちしるべ

ゆ
ず
っ
こ
計
画　
～
健
康
は
一
生
の
宝
物
～

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

有
田
川
町
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
「
ゆ

ず
っ
こ
計
画
」
と
い
う
教
室
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
教
室
は
健
康
に
関
す
る
こ
と
を
一

緒
に
学
び
、
考
え
、
体
験
を
通
し
て
、
楽

し
く
地
域
へ
健
康
づ
く
り
の
輪
を
ひ
ろ
げ

る
た
め
の
教
室
で
す
。

ゆ
ず
っ
こ
計
画
と
い
う
名
前
は
ゆ
ず
の

花
言
葉
「
健
康
美
」
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

活
動

●
健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習

講
師
を
招
い
て
お
話
を
聞
い
た
り
、
調

理
実
習
な
ど
健
康
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん

で
い
ま
す
。

●
健
康
に
関
す
る
情
報
発
信

学
習
を
通
じ
、
健
康
レ
シ
ピ
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
マ
ッ
プ
な
ど
を
作
成
し
広
報
な
ど

で
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

現
在
ゆ
ず
っ
こ
計
画
に
登
録
し
て
い
る

方
は
55
人
い
ま
す
。

あ
な
た
も
楽
し
く
学
び
、
健
康
の
輪
を

ひ
ろ
げ
る
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
？

平
成
27
年
度
　
第
1
回

ゆ
ず
っ
こ
計
画
の
お
知
ら
せ

・
内
容
／
「
タ
バ
コ
と
健
康
」

・
日
時
／
9
月
7
日（
月
）　

13
時
30
分
～

・
場
所
／
金
屋
庁
舎
2
階
小
会
議
室

・
講
師
／
湯
浅
保
健
所

　

栗
生
知
佐
子
氏

・
申
し
込
み
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

「
タ
バ
コ
と
健
康
」
は
大
人
だ
け
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
有
田
川
町
で
も
中

学
生
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
喫
煙
経
験
者
は
4.6
％
で
、
吸
い
始
め
た

年
齢
は
小
学
校
高
学
年
と
低
年
齢
化
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
吸
い
始
め
る
き
っ
か
け

と
し
て
親
の
影
響
が
大
き
い
と
い
う
結
果

も
出
て
い
ま
す
。

ご
一
緒
に
「
タ
バ
コ
と
健
康
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

開　　設　　日

子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約）

◇ 9:30～ 11:30
◇13:30～ 16:30

ほっとルーム＆
子育て相談

火曜日　
～木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	①9:30～11:30　②13:30～15:00です。

園庭開放

（藤並保育所）

◆時間…第２木曜日10:00～ 11:00
（9月・10月はお休み）

「たまてばこ」

さんの絵本の

読み聞かせ

0～1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）

1歳半～就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半～
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日9:30～ 11:00

乳幼児を子育て中の皆さまへ

子育て
支援センター
だより

支援センターは皆さまの子育てを応
援します。
あそびのひろば（金）の午前中は、
お天気がよければ水遊びをします。着
替え、タオル、水筒を持ってきてね。
暑い季節なので水分補給を十分にし
てあげましょう。

子育てワンポイントアドバイス

急がず、焦らず、比べずに、
その子らしさを大切にしましょう。

■場所／子育て支援センター
　　　（藤並保育所2階）
☎ 090－7966－1697
52－5474［FAX 兼用］
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検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

8 月　2日（日）城山西小学校体育館

　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

8月 30日（日）きび福祉保健センター

　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

8 月 4日（火）清水保健センター

8月 5日（水）金屋文化保健センター

9月 1日（火）清水保健センター

9月 2日（水）金屋文化保健センター

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

8 月 6日（木）19:30 ～ 20:30 ／粟生小学校体育館

　リラックスヨガ

8月 20日（木）14:00 ～ 15:00 ／清水会館

　リラックスヨガ

8月 27日（木）20:00 ～ 21:00 ／金屋農村センター

　リラックスヨガ

8月 28日（金）14:00 ～ 15:00 ／金屋農村センター

　若返り、美人ヨガ

■持参品／上履き、飲み物、タオル
■参加費／無料

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（平成 27 年 6 月）

区　　分 国民健康保険

加入者数 9,071 人

支払額 3 億 4,126 万円

1 人当たりの医療費 37,620 円

26 年度 1 人当たりの医療費（月） 33,748 円

26 年度 1 人当たりの医療費（年） 404,980 円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

医療費は年々増えています。そのうち、自己負担額を除
いた分の約3割は国保税で、残りの国県町負担となる7
割も本を正せば私たちの税でまかなわれています。医療
保険制度を守り、税負担を少なく．．。私たちのちょっと
した心がけで、その上昇をとめることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう（重複・頻

回受診などは、なるべく避けましょう）

2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう

3．薬は上手に飲みましょう

	 （ジェネリック医薬品について検討してみましょう）

4．健康診断を受けましょう

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

8:00～
9:00

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

8 月 3日（月）清水保健センター
8 月 6日（木）金屋文化保健センター
8 月 13日（木）金屋文化保健センター
8 月 20日（木）金屋文化保健センター
8 月 27日（木）金屋文化保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診［平成 27年 4月生まれ］
　8月 25日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター

10 カ月児健診［平成 26年 9月生まれ］
　8月 4日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター

1 歳 6カ月児健診［平成 25年 12月生まれ］
　8月 5日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター

2 歳児健診［平成 25年 5月生まれ］
　8月 26日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター

3 歳 6カ月児健診［平成 24年 1月生まれ］
　8月 12日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

8 月 3日（月）「スタンプ遊び」

■場所／清水保健センター

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

8 月 18日（火）「水遊び」

■場所／清水保健センター

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00

実施時間

9:30～11:00
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２‐
２
1
1
1

☎～ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
～

ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ
た
資
源
ご
み

を
、
町
が
委
託
し
て
い
る
業
者
が
回
収
す

る
前
に
持
ち
去
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

回
収
し
た
資
源
ご
み
は
、
町
の
貴
重
な

収
入
源
で
も
あ
る
た
め
、
こ
う
い
っ
た
持

ち
去
り
行
為
は
、
絶
対
に
見
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

町
の
条
例
で
は
、
ご
み
集
積
所
に
出
さ

れ
た
資
源
ご
み
は
町
に
所
有
権
が
あ
り
、

町
と
町
が
回
収
を
委
託
し
て
い
る
業
者
以

外
の
者
は
資
源
ご
み
の
回
収
が
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

ご
み
集
積
所
か
ら
資
源
ご
み
を
持
ち
去
っ

た
場
合
は
、
犯
罪
行
為
（
窃
盗
罪
）
に
な

り
ま
す
。

も
し
、
資
源
ご
み
を
持
ち
去
っ
て
い
る
者

を
見
か
け
た
場
合
は
、
車
両
を
制
止
し
た

り
、
む
や
み
に
持
ち
去
り
行
為
者
に
接
す

る
こ
と
は
せ
ず
（
ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
に
つ
な

が
る
た
め
）、「
日
時
」「
場
所
」「
資
源
ご
み

の
種
類
」「
車
両
の
特
徴
（
ナ
ン
バ
ー
、
車

種
、
色
）」「
行
為
者
（
人
数
、
性
別
、
年

齢
）」
な
ど
分
か
る
範
囲
で
結
構
で
す
の
で
、

環
境
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

プ
ラ
ご
み
の
品
質
検
査

【
そ
の
２
】

先
月
号
に
引
き
続
き
、
プ
ラ
ご
み
の
検

査
（
ベ
ー
ル
検
査
）
の
お
話
で
す
。

ベ
ー
ル
検
査
は
破
袋
度
（
二
重
袋
の
有

無
）、
容
器
包
装
比
率
（
分
別
度
合
）、
禁

忌
品
（
医
療
系
廃
棄
物
お
よ
び
危
険
物
）

の
有
無
の
３
点
で
評
価
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
、
Ｂ
、
Ｄ
の
３
段
階
に
ラ

ン
ク
分
け
さ
れ
ま
す
。
Ａ
：
優
、
Ｂ
：
可
、

Ｄ
：
不
可
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

平
成
26
年
度
の
有
田
川
町
の
成
績
は
、

破
袋
度
、
容
器
包
装
比
率
と
も
に
Ａ
と
優

秀
で
し
た
が
、
禁
忌
品
は
Ｄ
と
残
念
な
結

果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
検
査
対
象

の
ベ
ー
ル
の
中
か
ら
紙
で
く
る
ま
れ
た
ご

く
少
量
の
ガ
ラ
ス
片
が
出
て
き
た
た
め
で

す
。
危
険
物
は
ご
く
少
量
の
混
入
が
あ
っ

て
も
Ｄ
評
価
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

有
田
川
町
で
は
住
民
の
方
々
の
絶
え

間
な
い
努
力
に
よ
り
プ
ラ
ご
み
の
品
質
は

年
々
大
き
く
向
上
し
て
き
ま
し
た
。
二
重

袋
も
一
部
の
地
区
を
除
い
て
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
確
実
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
破
袋
度
、
容
器
包
装
比
率
は

他
の
排
出
者
（
市
町
村
な
ど
）
と
比
べ
て

も
誇
る
べ
き
成
績
で
す
。

し
か
し
誰
か
が
捨
て
た
ご
く
少
量
の
ガ

ラ
ス
片
が
、
有
田
川
町
の
評
価
を
落
と
す

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
Ｄ
評
価

が
続
き
、
改
善
が
見
込
め
な
い
場
合
は
製

鉄
所
に
よ
る
引
き
取
り
が
拒
否
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

今
後
は
次
の
よ
う
な
危
険
物
を
、
絶
対

に
入
れ
な
い
よ
う
に
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
危
険
物

ガ
ラ
ス
（
陶
器
）
片
・
カ
ミ
ソ
リ
・
乾

電
池
・
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
・
ス
プ
レ
ー

缶
な
ど

資
源
ご
み
の

持
ち
去
り
禁
止

平成 26 年度　降雨水質調査結果表（pH）
採取場所 吉備庁舎 小島公民館 田角第３中継所 保健福祉センター ふれあい農園 消防本部 平均値
回収日 ｐＨ 降雨量 ｐＨ 降雨量 ｐＨ 降雨量 ｐＨ 降雨量 ｐＨ 降雨量 ｐＨ 降雨量 ｐＨ 降雨量

平成26年 5月13日 5.9	 30	 5.5	 26	 6.2	 37	 6.0	 22	 5.8	 25	 5.9	 29	 5.9	 28	
平成 26年 8月 8日 5.7	 150	 5.7	 160	 5.4	 150	 6.1	 110	 5.5	 120	 7.2	 160	 5.9	 142	
平成 26年 10月 27日 5.5	 40	 5.3	 32	 5.9	 26	 5.9	 22	 5.1	 24	 4.8	 26	 5.4	 28	
平成 26年 12月 24日 5.5	 68	 5.7	 75	 5.2	 70	 6.3	 34	 6.6	 25	 5.5	 96	 5.8	 61	
平成 27年 1月16日 5.3	 35	 5.4	 35	 5.3	 39	 6.0	 17	 5.8	 20	 5.3	 42	 5.5	 31	
平成 27年 3月31日 4.9	 112	 4.7	 141	 4.9	 114	 5.0	 91	 4.9	 104	 5.1	 103	 4.9	 111	

平　　　均 5.5	 5.4	 5.5	 5.9	 5.6	 5.6	 5.6	
pH･･･ 水素イオンの指数。0から14までの15段階で表示し、7が中性、数字が小さいほど酸性が強く、数字が大きいほどアルカリ性が強くなる。
酸性雨 ･･･ 石油などの燃焼で出た硫黄酸化物（Sox）や窒素酸化物（NOx）が大気中の酸素と反応し、硫酸・塩酸などの強酸が発生、森林の樹木枯死の原因とされる。

検査で見つかった「ガラス片」
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9
月
1
日
の「
防
災
の
日
」

は
、
大
正
12
年
に
発
生
し
た

関
東
大
震
災
を
教
訓
に
、
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
毎

年
9
月
1
日
を
含
む
1
週
間

を
「
防
災
週
間
」
と
し
て
い

ま
す
。

日
本
は
位
置
、
地
形
な
ど

の
条
件
か
ら
台
風
、
豪
雨
、
洪
水
、
土
石
流
、

地
震
、
噴
火
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が

起
こ
り
や
す
い

国
土
で
す
。
日

頃
か
ら
災
害
に

備
え
、
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め

の
準
備
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

●
非
常
食
品
／
飲
料
水
は
1
人
1
日

3
L
・
非
常
食
は
保
存
性
が
高
く
火
を

通
さ
な
く
て
も
食
べ
ら
れ
る
も
の

●
照
明
器
具
／
懐
中
電
灯
・
ラ
ン
タ
ン
・

予
備
電
池
・
マ
ッ
チ
な
ど

●
ラ
ジ
オ
／
携
帯
ラ
ジ
オ
・
電
池

●
衣
類
／
約
2
日
分
の
衣
類
・
防
寒
着
・

手
袋
・
タ
オ
ル
・
雨
具
な
ど

●
医
薬
品
／
常
備
薬
・
絆
創
膏
・
は
さ
み
・
ピ

ン
セ
ッ
ト
・
持
病
の
あ
る
方
は
そ
の
た
め
の
薬

●
貴
重
品
／
現
金（
公
衆
電
話
用
に
硬
貨
）・

印
鑑
・
通
帳
・
保
険
証
な
ど

●
そ
の
他
／
ビ
ニ
ー
ル
袋
・
ガ
ム
テ
ー
プ
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
生
理
用
品
・
ラ
ッ
プ
・
筆

記
具
・
携
帯
電
話
の
充
電
器
・
家
族
の

写
真
な
ど

他
に
も
、
備
え
て
お
き
た
い
も
の
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
最
小
限
必
要
な
物

を
優
先
し
て
選
び
、
両
手
が
使
え
る
よ
う

に
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
て
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
就
寝
時
、
枕
元
に
懐
中
電
灯
・

履
物
も
忘
れ
ず
に
！

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

「
す
み
ま
せ
ん
、

誰
か
来
て
く
だ
さ
い
」

救
命
講
習
会
で
心
肺
蘇
生
の
方
法
を

習
っ
た
方
な
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
フ

レ
ー
ズ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

救
命
率
向
上
を
目
指
し
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
救
命
講
習
会
を
受
講
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
が
、
い
ざ
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

る
と
勇
気
が
出
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

「
果
た
し
て
、
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う

か
…
」「
や
っ
た
処
置
が
、
も
し
間
違
っ

て
い
た
ら
ど
う
し
よ
う
…
」「
前
に
習
っ

た
と
き
は
覚
え
て
い
た
け
ど
、
今
は
自
信

が
な
い
…
」

そ
の
よ
う
な
方
に
、
少
し
で
も
勇
気
を

持
っ
て
心
肺
蘇
生
を
実
施
し
て
も
ら
い
た

い
と
、
私
た
ち
消
防
職
員
の
仲
間
が
、
動

画
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
に
心
肺
蘇

生
の
動
画
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
く
れ
ま

し
た
。

そ
の
動
画
を
出
す
に
は
、「
す
み
ま

せ
ん
、
誰
か
来
て
く
だ
さ
い
」
と
音
声

検
索
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
出
て
き
ま
す
。

動
画
を
再
生
し
、
あ
と
は
倒
れ
た
人
の

そ
ば
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
置
い
て
、

動
画
を
見
な
が
ら
、
聞
き
な
が
ら
心
肺

蘇
生
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
な
ら
で
き
る
か
も
と
、
自
信

が
わ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

応
急
手
当
講
習
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
各
消
防
署
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
8
件

救　
　

急
…
…
…
…
7
1
1
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
1
0
件

（
平
成
27
年
6
月
30
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「すべての寝室と階段（2階以上の階に寝室がある場合）に設置が義務付けられています。」

防
災
週
間

8
月
30
日
～
9
月
5
日

防
災
豆
知
識

非
常
用
持
ち
出
し
品
を
準
備
！
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こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

いつものびのび、げんきッズ！保育所特集！

藤並保育所

金屋第二保育所

子育て支援センター

清水保育所

金屋第三保育所

子育て支援センター

ねんど遊び

きいちゃんダンス教室

絵本の読み聞かせ

すな遊び

あじさいまつり

交通安全教室

14



町
田
尚
子
原
画
展
８
月
１
日(

土)

～

　
　
　
８
月
　
日(

日)

３0

ちいさな駅美術館　Ponte del sogno
和歌山県有田郡有田川町明王寺 37-1
　　　　　　   TEL  0737-52-2580

ちいさな駅美術館　Ponte del sogno
和歌山県有田郡有田川町明王寺 37-1
　　　　　　   TEL  0737-52-2580
開館時間：   平日  　10：00 ～ 19：00
　　　　　土日祝　10：00 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　休館：月曜日

開館時間：   平日  　10：00 ～ 19：00
　　　　　土日祝　10：00 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　休館：月曜日

水道課
吉備会館

ALEC
交
番

鳥尾川

阪
和
自
動
車
道

有田川

マンション

↓

↓

↓

↓

⇔

ＡＬＥＣ看板

ＡＬＥＣ看板
小さな駅美術館
Ｐｏｎｔｅ　ｄｅｌ　Ｓｏｇｎｏ
（藤並駅2Ｆ）

有田南
ＩＣ

○JRきのくに線藤並駅下車すぐ。駅構内にあります。

　　(特急くろしお号停車駅です。）

○自動車でお越しの場合は、

　　阪和自動車道有田ICから約５分です。

　　（左の地図を参照してください。）

○JRきのくに線藤並駅下車すぐ。駅構内にあります。

　　(特急くろしお号停車駅です。）

○自動車でお越しの場合は、

　　阪和自動車道有田ICから約５分です。

　　（左の地図を参照してください。） 入場無料

８月２日（日）午前　10:30〜(終了後サイン会)
募集人数：30名 (先着順)　
募集期間：7月11日 (土)午前 10：00～定員になり次第受付終了
受付場所：ちいさな駅美術館 (電話申し込み可 )

８月２日（日）午前　10:30〜(終了後サイン会)
募集人数：30名 (先着順)　
募集期間：7月11日 (土)午前 10：00～定員になり次第受付終了
受付場所：ちいさな駅美術館 (電話申し込み可 )

２
０
１
５

(

最
終
日
は

　時
で
終
了
致
し
ま
す)

15

©岩崎書店

新 着 案 内 本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。

図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）
○ち い さ な 駅 美 術 館　☎ 52 ─ 2580（直）

問
い
合
わ
せ

一 般 書
　小　説　

『ミツハの一族』 乾ルカ // 著

『世界はゴ冗談』 筒井康隆 // 著

『夏の雷音』 堂場瞬一 // 著

『ふたり姉妹』 瀧羽麻子 // 著

『ヒポテクスの誓い』 中山七里 // 著

『リバース』 湊かなえ // 著

『あなたが消えた夜に』 中村文則 // 著

『鬼忘島』 江上剛 // 著

『ヌエのいた家』 小谷野敦 // 著

『長いお別れ』 中島京子 // 著

　くらし　

『これから始める人の　ふるさと納税ら
くらくガイド』 叶温 // 著

『コウケンテツのおやつめし』
 コウケンテツ // 著

『有機野菜ビックリ教室』 東山広幸 // 著

『家族を撮る。』 藤本陽子 // 著

『かわいい絵巻』 上野友愛 // 著

『はじめよう！山歩きレッスンブック』
 柏澄子 // 著

『コツがわかれば簡単！らくらく15分着付け』
 石田節子 // 監修
　子育て　

『この 1冊であんしんはじめての離乳食辞典』
 上田玲子 // 監

『できる子になる！ 0 歳からのお手伝い』
 〈月間クーヨン〉編集部 // 編

児 童 書
『名古屋うみゃあもんのうた』 長谷川義史 // 著
『ことばのいたずら』 五味太郎 // 著

『10 代からの情報キャッチボール入門』
 下村健一 // 著

『風のヒルクライム』 加部鈴子 // 著

『やさいぺたぺたかくれんぼ』 松田奈那子 // 著

8 月の移動図書館
3日（月）	 安諦小学校	 13:00～ 13:30

4日（火）	 八幡小学校	 10:30～ 11:00

5日（水）	 久野原小学校	 14:15～ 14:30

6日（木）	 石垣小学校	 11:30～ 12:00

7日（金）	 こころの医療センター	 14:30～ 15:00

21日（金）	 こころの医療センター	 14:20～ 15:00

28日（金）	 西ケ峯小学校	 15:40～ 16:00

8 月のイベント
おはなしマラソン
8日（土）　金屋図書館　10：00～ 10：30

ブックラザ
（親子創作造形遊び）：2～4歳の親子対象
27日（木）　金屋図書館　10:00～ 11:00
プログラム／イカレレで君もミュージシャン♪
（うらしまたろう）

おひざでだっこのおはなし会
（わらべうた教室）：0～2歳児対象
11日（火）　金屋図書館　10:00～ 11:00
プログラム／ことばがけ

8 月 1 日（土）～ 30 日（日）

JR 藤並駅 2 階
　ちいさな駅美術館　～ Ponte　del　Sogno ～
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6
月
23
日
、
三
角
治
氏
の
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
の
講
演
を
聴
く
機
会
を
得
ま

し
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
女
が
、

社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら
の

意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ

れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経

済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受

す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
共
に
責
任
を

担
う
べ
き
社
会
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

読
ん
で
み
る
と
当
然
の
こ
と
だ
と
誰
も

が
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
日
の
講
演
を

聴
い
て
現
実
は
随
分
違
っ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

食
事
の
準
備
・
後
片
付
け
、
居
間
・
ト

イ
レ
・
風
呂
の
掃
除
、
洗
濯
、
買
い
物
、

子
ど
も
の
世
話
、
介
護
な
ど
主
に
誰
が

や
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ほ
と
ん
ど

は
女
性
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

町
の
役
場
を
見
て
も
、
部
長
や
課
長
の
席

に
女
性
が
座
っ
て
い
る
こ
と
は
ま
れ
で

す
。
女
性
は
男
性
に
比
べ
て
能
力
が
低
い

の
で
し
ょ
う
か
？
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。

役
割
分
担
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
男
と

女
の
特
性
の
違
い
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
我
々
の
意
識
に
は
、「
こ
う
い
う

こ
と
は
女
が
す
る
も
の
」
と
い
う
既
成
概

念
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
「
女
に
似

つ
か
わ
し
く
な
い
」
と
考
え
る
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

環
境
整
備
も
大
切
で
す
。
通
勤
時
間
を

含
め
た
日
本
人
男
性
の
長
い
労
働
時
間
に

も
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

長
時
間
保
育
、
学
童
保
育
、
介
護
施
設
な

ど
の
増
設
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

今
日
の
お
話
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
考
え

さ
せ
ら
れ
た
一
時
間
半
で
し
た
。

「
男
女
が
協
力
し
合
っ
て
創
る
男
女
共

同
参
画
社
会
」
そ
ん
な
中
で
、
女
は
女
ら

し
く
、
男
は
男
ら
し
く
生
き
て
い
き
た
い

も
の
で
す
ね
。

水　

野　

哲　

男

●
ア
ン
ケ
ー
ト
に
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
60
代　

女
性

男
女
共
同
参
画
・
男
女
の
違
い
を
理
解

し
あ
い
、
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
先

に
個
人
（
男
女
じ
ゃ
な
く
、
い
ち
人
間

と
し
て
）
を
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

◎
70
代　

女
性

行
政
の
施
策
策
定
時
に
、
女
性
の
意
見

を
反
映
す
る
よ
う
進
め
て
ほ
し
い
。
建

築
物
な
ど
、
特
に
女
性
の
視
点
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

◎
60
代　

女
性

愛
の
三
原
則
を
参
考
に（
あ
り
が
と
う
・

ご
め
ん
な
さ
い
・
愛
し
て
い
る
）
家
庭

生
活
に
役
立
て
ま
す
。

お
返
事
三
原
則
も
参
考
に（
う
ん
・
へ
ぇ

～
・
わ
か
っ
た
）。

お
知
ら
せ

●
戦
後
70
年
語
り
継
ぐ

「
き
み
が
お
し
え
て
く
れ
た
」

　
　
　

加
納
果
林　

原
画
展

・
日
時
／
8
月
4
日（
火
）～
8
月
16
日（
日
）

・
場
所
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
A
L
E
C

●
人
権
特
設
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す

・
日
時
／
8
月
20
日（
木
）
13
時
～
16
時

・
場
所
／
二
川
住
民
セ
ン
タ
ー

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
だ
よ
り
　
116

「
こ
れ
か
ら
の
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
」を
聞
い
て

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

プロフィギュアスケーター

鈴木明子　講演会
「ひとつひとつ。少しずつ」
日時／8月 9日（日）
　　　15時開演
場所／金屋文化保健センター

※入場は無料ですが
　整理券が必要です。
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まちのデータ
（平成 27 年 6 月 30 日現在）

人口 27,375 人

男 12,873 人

女 14,502 人

10,429 世帯

交通事故発生件数
（6月中、物損含む）

有田川町 37 件
死者 0 人　負傷 8 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52－ 5356
ＡＬＥＣ（アレック）52－4730

環 境 セ ン タ ー 52－5384
プラスチック収集場 52－ 7855
休 日 急 患 診 療 所 52－4882
有 田 聖 苑 52－3055
子育て支援センター {52－ 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52－ 8744

相 

談

◆
◆
◆

8
月
の
行
政
相
談

●
8
月
27
日（
木
）

・
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

9
時
～
11
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
総
務
課

「
肝
炎
無
料
出
張
相
談
」
の

開
催
に
つ
い
て

～
最
適
な
治
療
を
受
け
る
た
め
に
～

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
肝

疾
患
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
湯
浅
保

健
所
で
「
肝
炎
無
料
出
張
相
談
」
を
実

施
し
ま
す
。

●
日
時
／
8
月
24
日（
月
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

●
場
所
／
有
田
振
興
局
湯
浅
保
健
所

　
（
湯
浅
町
湯
浅
2
3
5
5
‐
1
）

●
参
加
費
／
無
料

●
予
約
方
法
／
電
話
予
約

　
（
肝
疾
患
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
0
7
3
‐
4
4
1
‐
0
8
5
0

※
予
約
後
、
キ
ャ
ン
セ
ル
の
方
は
必
ず
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
相
談
内
容
／
肝
炎
の
診
断
お
よ
び
治
療

に
つ
い
て
（
肝
疾
患
全
般
に
つ
い
て
）・

肝
炎
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

※
相
談
時
間
は
約
1
時
間
を
予
定

■
問
い
合
わ
せ
／

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
肝
疾

患
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
0
7
3
‐
4
4
1
‐
0
8
5
0

有
田
振
興
局
湯
浅
保
健
所

☎
0
7
3
7
‐
６
４
‐
1
2
9
1

 

届
け
先

◆
◆
◆

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
書

提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

こ
の
給
付
金
は
、
平
成
26
年
4
月
か
ら

消
費
税
率
が
8
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
低
所
得
者
の
負
担
を
緩
和
す
る
た

め
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
対
象
者
と
思
わ

れ
る
方
に
は
、
6
月
末
に
申
請
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
だ
申
請
書
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
記
載
事
項
、
添
付
書
類
な
ど
を
ご
確

認
の
う
え
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
受
け
付
け
／
10
月
1
日
ま
で

（
受
付
期
間
中
の
第
2
土
曜
日
・
第
2

日
曜
日
は
各
庁
舎
に
て
受
け
付
け
を

行
っ
て
お
り
ま
す
）

●
受
付
場
所
／
吉
備
庁
舎
・
金
屋
庁
舎
・

清
水
行
政
局
・
各
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ
／

金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

各
種
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は

「
現
況
届
」
を
お
忘
れ
な
く

○
児
童
扶
養
手
当

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

○
特
別
障
害
者
手
当

○
障
害
児
福
祉
手
当

現
況
届
は
、
現
在
手
当
を
受
け
て
い
る

方
の
今
後
1
年
間
の
受
給
資
格
を
審
査
す

る
も
の
で
、
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
か
、
停
止
さ

れ
て
い
る
か
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
受
給

者
は
現
況
届
を
届
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
な
お
、
届
出
を
し
な
い
と
8
月
以

降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
2
年
間
現
況
届
を
提
出
し
な

い
と
、
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
に
お
い
て
「
児
童
扶
養

手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出

書
」
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
現
況
届
と
併
せ
て
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
受
付
期
間
は
、
各
種
手

当
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
時
や
、
氏
名

や
住
所
を
変
更
し
た
時
な
ど
も
、
届
出

が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
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児
童
手
当
現
況
届

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
申

請
書
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

児
童
手
当
現
況
届
は
、
児
童
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
の
所
得
状
況
と
、
6
月

1
日
現
在
の
児
童
養
育
状
況
な
ど
を
把
握

し
、
今
年
度
も
受
給
要
件
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
6
月
期
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
同
封
の
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
申
請
書
に
つ
き
ま
し
て
も
、
提
出

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
記
載
事
項
、
添
付

書
類
な
ど
を
ご
確
認
の
う
え
、
早
急
に
ご

提
出
下
さ
い
。

※
現
況
届
・
子
育
て
世
帯
特
例
給
付
金
申

請
書
の
提
出
が
必
要
な
方
に
は
、
5
月

下
旬
頃
に
郵
送
で
通
知
し
て
い
ま
す
。

※
公
務
員
の
皆
さ
ま
へ

勤
務
先
か
ら
「
申
請
書
」
が
配
布
さ
れ

ま
す
。「
公
務
員
児
童
手
当
受
給
状
況
証

明
欄
」
に
所
属
庁
で
証
明
を
受
け
た
う
え

で
、
基
準
日
（
平
成
27
年
5
月
31
日
）
時

点
の
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

支 

給

◆
◆
◆

重
度
心
身
障
害
児（
者
）

医
療
費
支
給
制
度

有
田
川
町
に
住
所
を
有
す
る
身
体
障
害

者
手
帳
や
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
ま

た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方
で

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
対
し
、
医
療

費
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
65
歳
以
上
で
新
た
に
手
帳
の
交
付
要

件
に
該
当
し
た
方
（
平
成
18
年
7
月
31
日

以
前
に
当
該
医
療
費
の
支
給
対
象
と
な
っ

て
い
た
方
を
除
く
）
や
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
な
い
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
支
給
対
象
と
な
る
要
件

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
、
ま
た
は
2
級

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

・
療
育
手
帳
A
1
、
ま
た
は
A
2
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方
で
障

害
の
程
度
が
1
級
に
該
当
さ
れ
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
で
所
得
条
件
（
※
）
を
満
た

す
方

※
前
年
の
所
得
（
1
月
か
ら
7
月
ま
で
は

前
々
年
の
所
得
）に
か
か
る
町
民
税（
所

得
割
）
が
非
課
税
世
帯
の
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
単
に
住
民
票
の
同
一
世
帯

だ
け
で
な
く
、
医
療
保
険
な
ど
各
法
に

よ
る
被
扶
養
者
に
該
当
し
て
い
る
場
合

や
、
税
の
被
扶
養
者
と
し
て
控
除
対
象

に
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
、
そ
の
扶
養

義
務
者
な
ど
も
同
一
世
帯
と
み
な
さ
れ

ま
す
。

●
支
給
内
容

医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
た
場
合
な
ど
に

支
払
う
自
己
負
担
分
を
支
給
し
ま
す
（
た

だ
し
、
医
療
保
険
適
用
外
の
費
用
や
食
事

代
、
部
屋
代
は
除
く
）。
こ
の
8
月
か
ら

は
訪
問
看
護
療
養
費
、
家
族
訪
問
看
護
療

養
費
（
医
療
保
険
適
用
分
）
も
支
給
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
は
入
院
に
か
か
る
医

療
費
の
自
己
負
担
分
の
み
支
給
対
象
と
な

り
ま
す
。

●
受
給
資
格
認
定
お
よ
び
受
給
者
証
の
交
付

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
各
庁
舎
担

当
課
で
受
給
資
格
認
定
お
よ
び
受
給
者
証

交
付
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
物

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
ま
た
は

特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
証
な
ど

・
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
証

・
申
請
者
の
認
印

※
右
記
以
外
に
も
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
、

本
人
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
所
得
・
課

税
証
明
書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。

昨
年
度
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
な
ど

に
は
、
7
月
中
旬
に
申
請
案
内
の
通
知
を

送
付
し
て
い
ま
す
が
、
手
続
き
が
ま
だ
お

済
み
で
な
い
方
は
各
庁
舎
担
当
課
で
速
や

か
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

新
規
に
申
請
を
行
わ
れ
る
方
は
上
記
受
給

資
格
認
定
お
よ
び
受
給
者
証
の
交
付
申
請

に
必
要
な
物
を
ご
持
参
の
う
え
、
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
担
当

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
住
民
課
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介
護
保
険

◆
◆
◆

高
額
介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
費

に
お
け
る
現
役
並
み
所
得
者
の

区
分
の
導
入
に
つ
い
て

1
カ
月
に
利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
の
合
計
が
、
一
定
の
限
度
額

を
超
え
た
と
き
は
、
高
額
介
護
（
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
、
超
え
た
分
が
申
請

に
よ
り
払
い
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
利
用
者
負
担
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
給
付
対
象
に
か
か
る
自

己
負
担
分
に
限
ら
れ
ま
す
。（
福
祉
用
具

購
入
、
住
宅
改
修
費
の
自
己
負
担
、
食
費
・

居
住
費
、
日
常
生
活
費
な
ど
は
対
象
外
）

平
成
27
年
8
月
の
サ
ー
ビ
ス
分
よ
り
、

制
度
改
正
に
よ
り
、
限
度
額
の
基
準
が
次

の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
所
得
基
準
に
よ
っ
て
、
限

度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
世
帯
の
収
入
額

に
よ
っ
て
、
申
請
に
よ
り
限
度
額
を
引
き

下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
各
対

象
者
に
は
、
随
時
、
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

介
護
保
険
負
担
割
合
証
の
送
付
に

つ
い
て

制
度
改
正
に
よ
り
、
65
歳
以
上
の
要
介

護
（
支
援
）
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方

の
う
ち
、
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方

は
、
平
成
27
年
8
月
以
降
、
2
割
の
利
用

者
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
1
割
あ
る
い
は
2

割
の
負
担
割
合
証
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

平
成
27
年
8
月
か
ら
、要
介
護
（
支
援
）

認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
保
険
証

と
一
緒
に
、
1
割
あ
る
い
は
2
割
と
記
載

さ
れ
た
負
担
割
合
証
を
お
持
ち
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、有
効
期
間
は
、

当
該
年
度
の
8
月
1
日
か
ら
翌
年
度
の
7

月
31
日
ま
で
の
1
年
間
と
し
、
毎
年
、
前

年
の
合
計
所
得
金
額
な
ど
に
よ
り
判
定
さ

れ
、
更
新
さ
れ
ま
す
。

※
2
割
の
利
用
者
負
担
と
な
る
の
は
、
基

準
以
上
の
所
得
を
有
す
る
本
人
の
み
と

し
て
お
り
、
同
一
世
帯
に
他
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
が
い
て
も
、

そ
の
方
自
身
の
所
得
が
基
準
以
上
で
な

け
れ
ば
、
そ
の
方
は
2
割
の
利
用
者
負

担
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
2
割
の

利
用
者
負
担
と
な
っ
た
方
は
、
月
額
の

上
限
額
（
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
）
が

あ
る
た
め
、
2
割
の
対
象
と
な
っ
た
方

全
員
が
2
倍
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

区　　分 限度額

医療保険制度における
現役並み所得者相当の方 44,400 円

住民税　課税世帯 37,200円

世帯全員が住民税　非課税 24,600円

・老齢福祉年金受給者の方 24,600円（世帯）

・年金収入80万円以下など 15,000円（個人）

生活保護の受給者の方など 15,000円

区　　分 限度額

住民税　課税世帯 37,200円

世帯全員が住民税　非課税 24,600円

・老齢福祉年金受給者の方 24,600円（世帯）

・年金収入80万円以下など 15,000円（個人）

生活保護の受給者の方など 15,000円

※
負
担
割
合
の
変
更
が
あ
る
と
き

・
所
得
更
正
が
あ
っ
た
と
き

・
転
出
入
等
に
よ
る
同
一
世
帯
の
1
号
被

保
険
者
数
に
増
減
が
あ
っ
た
と
き

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課
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第
18
回
有
田
川
町
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

●
日
時
／
10
月
18
日
（
日
）
10
時
～
16
時

●
場
所
／
有
田
川
町
庄
「
花
の
里
河
川
公

園
（
町
営
キ
ャ
ン
プ
場
）」

●
ブ
ー
ス
／
40
区
画
程
度
予
定

●
出
店
料
／
1
区
画
3
0
0
0
円

※
お
一
人
様
に
つ
き
1
区
画
と
し
ま
す
。

●
出
店
品
／
飲
食
・
食
料
品
以
外

●
注
意
／
会
場
で
の
盗
難
や
物
品
販
売
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
は
出
店
者
で
責

任
を
負
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
／
電
話
・
F
A
X
・
郵
送

●
受
付
期
間
／
8
月
17
日
（
月
）
8
時
30

分
～
9
月
4
日
（
金
）
12
時

※
締
め
切
り
後
、
翌
週
中
に
当
選
者
に
結

果
を
通
知
し
ま
す
。

※
受
付
時
間
外
の
F
A
X
は
、
無
効
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

金
屋
庁
舎
商
工
観
光
課
内

有
田
川
町
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
実
行
委
員
会

F
A
X
０
７
３
７
‐
３
２
‐
９
５
５
５

登
録
調
査
員
募
集

有
田
川
町
で
は
、
統
計
調
査
（
国
勢
調

査
や
農
林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
）
で
統
計
調

査
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
統
計
調
査
員
の
仕
事
を
希
望
す

る
方
に
あ
ら
か
じ
め
登
録
調
査
員
と
し
て

登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、
こ
ち

ら
か
ら
統
計
調
査
実
施
の
際
に
調
査
へ
の

従
事
に
つ
い
て
依
頼
し
ま
す
の
で
、
統
計
調

査
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
登
録
資
格

・
20
歳
以
上
の
方

・
調
査
活
動
に
従
事
で
き
、
説
明
会
や
研

修
会
に
参
加
で
き
る
方

・
有
田
川
町
内
に
居
住
し
、
調
査
活
動
が

可
能
な
方

・
警
察
や
税
務
事
務
に
従
事
し
て
い
な
い

方
・
反
社
会
的
勢
力
に
該
当
し
な
い
方

※
ご
登
録
い
た
だ
い
て
も
、
す
ぐ
に
調
査

の
依
頼
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
総
務
課

募 

集

◆
◆
◆

見
つ
け
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー

有
田
川
町
で
は
、
結
婚
を
真
剣
に
考

え
て
い
る
方
を
募
集
し
、
交
流
の
場
を

設
け
て
い
ま
す
。
昨
年
に
引
き
続
き

「
K
O
N
K
A
T
S
U
（
コ
ン
カ
ツ
＝
婚

活
）
in 

有
田
川
」
と
い
う
交
流
会
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
あ
な
た
の
素

敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象

・
男
性
／
有
田
川
町
に
在
住
の
20
歳
以
上

の
独
身
の
方
（
学
生
不
可
）

・
女
性
／
有
田
川
町
に
在
住
、
も
し
く
は

将
来
町
内
に
居
住
す
る
意
志
の
あ
る
20

歳
以
上
の
独
身
の
方
（
学
生
不
可
）

●
日
時
／
9
月
6
日（
日
）10

時
～
15
時
10
分

（
9
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

●
集
合
場
所
／
金
屋
文
化
保
険
セ
ン
タ
ー

（
有
田
川
町
金
屋
7
）

※
J
R
藤
並
駅
か
ら
送
迎
有
り

●
内
容
／
ケ
ー
キ
バ
イ
キ
ン
グ
・
有
田
川

町
の
郷
土
料
理
体
験
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

タ
イ
ム
な
ど

●
募
集
人
数
／
男
女
各
15
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
推
進
委
員
に

よ
り
厳
正
な
抽
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
参
加
者
が
少
な
い
場
合
は
中
止

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
会
費
／
男
性
2
，0
0
0
円　

女
性

1
，0
0
0
円（
当
日
集
金
）

●
申
込
み
方
法
／e-m

ail

、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
持
参
の
い
ず
れ
か
（
お
電
話
で
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
生
年
月
日
・
性

別
・
電
話
番
号
・
藤
並
駅
か
ら
の
送
迎

の
要
否
・
職
業
・
応
募
の
動
機
や
自
己

P
R
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
締
切
／8

月
21
日（
金
）
17
時
必
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　
　

金
屋
庁
舎
産
業
課
内

　
　

有
田
川
町
結
婚
相
談
所

　

F
A
X　

３
２
‐
9
5
5
5

　

e-m
ail

　

kekkon@
tow
n.aridagaw

a.lg.jp
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防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
衛
隊
で
は
、
進
学
・
就
職
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
に
、
次
の
コ
ー
ス
の
種
目
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
種
目
［
対
象
者
］

①
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
自
衛
官
へ
）

［
18
歳
以
上
27
歳
未
満
］

②
一
般
曹
候
補
生［
18
歳
以
上
27
歳
未
満
］

③
航
空
学
生
［
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
21

歳
未
満
］

④
防
衛
大
学
校
学
生
［
高
卒
（
見
込
み
含

む
）
21
歳
未
満
対
象
］

⑤
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
［
高
卒

（
見
込
み
含
む
）
21
歳
未
満
対
象
］

⑥
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
（
自

衛
官
候
補
看
護
学
生
）［
高
卒
（
見
込

み
含
む
）
21
歳
未
満
対
象
］

⑦
高
等
工
科
学
校
生
徒
［
中
卒
（
見
込
み

含
む
）
17
歳
未
満
の
男
子
対
象
］

●
日
程
／
8
月
30
日
（
日
）
10
時
～
16
時

●
場
所
／
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）

●
対
象
者
／
15
歳
以
上
で
進
学
・
就
職
に

お
悩
み
の
方
（
中
学
生
の
方
は
保
護
者

同
伴
）

●
説
明
時
間
／
1
人
当
た
り
15
～
30
分

※
入
場
無
料

※
記
載
日
以
外
の
平
日
に
、
自
衛
隊
和
歌

山
地
方
協
力
本
部
有
田
募
集
案
内
所
で

随
時
、
説
明
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
有
田
募

集
案
内
所

（
有
田
市
宮
崎
町
1
0
6
‐
2
）

☎
0
7
3
7
‐
８
２
‐
6
6
3
1

　

0
7
0
‐
6
5
8
9
‐
0
3
2
6

和
歌
山
県
警
察
官
採
用
試
験
案
内

平
成
27
年
度
第
2
回
和
歌
山
県
警
察
官

A
・
警
察
官
B
採
用
試
験
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
中
で
す
。

●
受
付
期
間
／
平
成
27
年
7
月
1
日（
水
）

～
8
月
14
日
（
金
）

●
第
1
次
試
験
日
／
平
成
27
年
9
月
20
日

（
日
）

●
受
験
資
格

・
警
察
官
A
／
昭
和
58
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成

28
年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

・
警
察
官
B
／
昭
和
58
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
10
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
警
察
官
A
の
受
験
資
格
に

該
当
し
な
い
人

※
試
験
案
内
・
申
込
書
は
現
在
配
布
中
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

湯
浅
警
察
署
警
務
課

☎
６
４
‐
0
1
1
0

最
寄
り
の
交
番
・
駐
在
所

和
歌
山
県
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

●
主
催
／
和
歌
山
県
下
水
道
協
会

●
試
験
日
／
11
月
22
日（
日
）

●
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
民
文
化
会
館

（
和
歌
山
市
小
松
原
通
り
一
丁
目
1
番

地
和
歌
山
県
庁
正
門
前
）

※
11
月
8
日（
日
）
同
会
場
に
て
希
望
者

に
受
験
講
習
を
実
施

●
申
込
書
配
布
期
間
／
8
月
24
日（
月
）

～
9
月
18
日（
金
）

●
申
込
書
受
付
期
間
／
9
月
7
日（
月
）

～
9
月
18
日（
金
）

■
申
込
書
配
布
・
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
／

　

有
田
川
町
建
設
環
境
部
下
水
道
課

☎
0
7
3
7
‐
５
３
‐
1
0
3
1

　

和
歌
山
県
下
水
道
協
会

☎
0
7
3
‐
４
３
５
‐
1
0
9
3

県
立
産
業
技
術
専
門
学
院
生
徒
募
集

●
選
考
日
時
／
10
月
21
日（
水
）　

9
時
30

分
～

●
場
所
／
和
歌
山
産
業
技
術
専
門
学
院

（
和
歌
山
市
）、
田
辺
産
業
技
術
専
門
学

院
（
田
辺
市
）、
東
牟
婁
振
興
局
（
新

宮
市
）

●
対
象
者

・
普
通
課
程
／
高
校
卒
業
（
見
込
み
）
者

な
ど

・
短
期
課
程
／
知
的
障
害
の
あ
る
方

●
定
員
／
各
科
15
～
20
人

●
願
書
受
付
期
間
／
10
月
1
日（
木
）
～

8
日（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
／

　

和
歌
山
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
0
7
3
‐
4
7
7
‐
1
2
5
3

　

田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
0
7
3
9
‐
２
２
‐
2
2
5
9

有
田
周
辺
広
域
圏
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験

●
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数

・
一
般
事
務
職　

1
人

・
電
気
技
術
職　

1
人

●
1
次
試
験

・
日
程
／
10
月
18
日（
日
）

・
場
所
／
有
田
市
役
所
会
議
室

●
受
験
手
続

・
申
し
込
み
方
法
／
受
験
希
望
者
は
受
験

申
込
書
を
有
田
市
役
所
3
階
「
有
田
周

辺
広
域
圏
事
務
組
合
事
務
局
」
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

・
受
付
期
間
／
8
月
3
日（
月
）
～
31
日

（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
／
有
田
周
辺
広
域
圏
事
務

組
合
事
務
局

☎
0
7
3
7
‐
８
３
‐
4
4
9
1
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案 

内

◆
◆
◆

有
田
川
町
制
施
行

10
周
年
記
念
式
典　

開
催

有
田
川
町
は
、
平
成
18
年
1
月
1
日
に

旧
吉
備
町
・
旧
金
屋
町
・
旧
清
水
町
の
3

町
が
合
併
し
、
町
制
を
施
行
し
て
以
来
、

平
成
28
年
1
月
1
日
で
10
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
次
の
と
お
り
記

念
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

第
1
部
は
招
待
客
の
方
々
が
対
象
と
な

り
、
第
2
部
は
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

●
日
時
／
8
月
30
日（
日
）
9
時
～

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
催
し

○
第
1
部　

9
時
～

　

式
典
（
表
彰
・
感
謝
状
贈
呈
な
ど
）

○
第
2
部

・
記
念
講
演 

10
時
～

　
「
人
口
減
少
時
代
を
チ
ャ
ン
ス
と
と

ら
え
る
地
域
づ
く
り
へ
」

　

講
演
者
／
龍
谷
大
学
政
策
学
部

　

深
尾
昌
峰
（
ふ
か
お 

ま
さ
た
か
）

准
教
授

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

10
時
50
分
～

　
「
有
田
川
町
の
未
来
と
夢
」

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
総
務
課

地
籍
調
査
の
成
果
の
閲
覧
を

実
施
し
ま
す

平
成
26
年
度
に
地
籍
調
査
（
現
地
調
査
）

を
行
っ
た
地
区
の
う
ち
、
次
の
地
区
に
つ

い
て
成
果
の
閲
覧
を
実
施
し
ま
す
。
該
当

す
る
土
地
の
所
有
者
な
ど
、
関
係
者
の
皆

さ
ま
は
必
ず
期
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
閲
覧
地
区
／
日
物
川
の
一
部
・
沼
谷
の

一
部
・
粟
生
の
一
部
・
二
川
の
一
部
・

久
野
原
の
一
部
・
延
坂
の
一
部
・
修
理

川
の
一
部
・
谷
の
一
部

●
閲
覧

・
8
月
8
日（
土
）
～
17
日（
月
）

清
水
行
政
局
2
階
大
会
議
室

・
8
月
22
日（
土
）
～
31
日（
月
）

金
屋
庁
舎
2
階
大
会
議
室

※
閲
覧
は
、
期
間
中
の
土
日
を
含
む
、
9

時
～
17
時
で
す
。

な
お
、
い
ず
れ
の
閲
覧
場
所
で
も
、
地

区
を
問
わ
ず
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
こ
の
期
間
中
に
の
み
、
誤
り
等

提
出
申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
地
籍
調
査
課

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ぎ
園

職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

平
成
27
年
度
有
田
郡
老
人
福
祉
施
設
事

務
組
合
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ぎ
園
職
員
採

用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
採
用
予
定
人
員
／
看
護
職
員　

若
干
名

●
採
用
予
定
時
期
／
平
成
28
年
1
月
1
日

●
試
験
日
時
／
9
月
6
日（
日
）

●
試
験
内
容
／
作
文
試
験
お
よ
び
面
接
試
験

●
受
験
資
格

①
昭
和
51
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
②
看
護
師
資
格
ま
た
は
准
看
護
師
資
格
を

取
得
し
て
い
る
方

③
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
25
年
法
律
第

2
6
1
号
）
第
16
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん

●
受
付
期
間
／
8
月
3
日（
月
）～
27
日（
木
）

　
　
　
　
　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
祝
は
除
く

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

有
田
郡
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ぎ
園

（
有
田
郡
湯
浅
町
吉
川
1
6
0
番
地
）

☎
６
３
‐
6
8
8
6

　
国
民
年
金

◆
◆
◆

「
年
金
情
報
流
出
」
を
口
実
に
し

た
犯
罪
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

日
本
年
金
機
構
を
名
乗
っ
て
口
座
番
号

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
者
や
、「
流
出
し

た
個
人
情
報
を
削
除
し
て
あ
げ
る
」
と
持

ち
か
け
て
く
る
者
が
現
れ
て
い
ま
す
。

・
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
こ
の
件
で
電
話

や
メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
こ
と
は
、
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
流
出
が
確
認
さ

れ
た
方
へ
の
新
し
い
基
礎
年
金
番
号

は
、
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
日
本
年
金
機
構
が
、
こ
の
件
で
お
金
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求
す
る
こ
と

は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

・
日
本
年
金
機
構
が
、
こ
の
件
で

A
T
M
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
自
分
の
情
報
が
流
失
し
て
い
る
の
で

は
？
な
ど
、
ご
心
配
の
方
は
左
記
専
用
電

話
窓
口
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
本
年
金
機
構　

専
用
電
話
窓
口

☎
0
1
2
0
‐
8
1
8
2
1
1

（
通
話
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

受
付
時
間
／
8
時
30
分
～
21
時

（
平
日
お
よ
び
土
日
）

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
住
民
課

22



毎
月
勤
労
統
計
調
査
の
お
願
い

和
歌
山
県
で
は
、
厚
生
労
働
省
所
管
の

も
と
、
本
年
も
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
常
用
労
働
者
を
1
～
4

人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象
に
、
小

規
模
事
業
所
に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時
間

お
よ
び
雇
用
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
年
1
回
実
施
さ
れ
、

小
規
模
事
業
所
の
実
態
を
示
す
資
料
と
し

て
最
低
賃
金
の
改
定
審
議
な
ど
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
8
月

か
ら
9
月
に
か
け
て
、
統
計
調
査
員
が
訪

問
し
て
調
査
票
を
作
成
し
ま
す
。
調
査
票

に
書
か
れ
た
内
容
は
「
統
計
法
」
に
よ
り

厳
し
く
秘
密
が
守
ら
れ
、
ま
た
、
統
計
以

外
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
調

査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
調
査

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

和
歌
山
県
企
画
部
企
画
政
策
局

調
査
統
計
課

☎
0
7
3
‐
4
4
1
‐
2
3
8
8

天
文
講
演
会

「
天
体
衝
突
と
人
類
の
未
来

美
星
ス
ペ
ー
ス
ガ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

の
役
割
」

●
講
師
／
N
P
O
法
人
日
本
ス
ペ
ー
ス

ガ
ー
ド
協
会　

西
山
広
太
氏　

博
士

（
理
学
）

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
小

ホ
ー
ル

●
日
時
／
9
月
12
日（
土
）
16
時
開
演

太
陽
系
に
は
、
小
惑
星
と
い
う
小
さ
な

天
体
が
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
我
々
の
地
球
の
周
り
に
は
、
す
で
に

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
や
人
工
衛

星
が
多
数
飛
び
交
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
「
宇
宙
の
ゴ
ミ
」
は
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
美
星
ス
ペ
ー
ス
ガ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
は
、
小
惑
星
と
ス
ペ
ー
ス
デ

ブ
リ
を
専
門
的
に
観
測
す
る
施
設
で
す
。

今
回
の
講
演
で
は
、
地
球
の
ご
く
近
く

に
接
近
し
て
く
る
小
惑
星
と
の
衝
突
の
可

能
性
や
地
球
環
境
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
、
事
前
申
し
込
み
も

不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

カ
ル
シ
ウ
ム
た
く
さ
ん
の

料
理
教
室
の
お
知
ら
せ

有
田
川
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会（
金

屋
支
部
）
で
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
生

活
習
慣
病
予
防
、
生
活
の
質
の
向
上
の
た

め
の
料
理
講
習
会
（
生
涯
骨
太
ク
ッ
キ
ン

グ
）
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ま
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
骨
密
度
測
定
も
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
／
9
月
14
日（
月
）
9
時
受
け
付
け

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階　

栄
養
指
導
実
習
室

●
対
象
者
／
有
田
川
町
に
お
住
ま
い
の
食

生
活
に
関
心
の
あ
る
方
（
30
人
程
度
）

●
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク

●
参
加
費
／
無
料

●
申
込
締
切
日
／
9
月
7
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課
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有
田
川
町
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
官
民
協
働

に
よ
り
、「
有
田
川
町
く
ら
し
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」（
総
合
行
政
情
報
誌
）
を
共
同

発
行
い
た
し
ま
す
。

役
場
や
町
内
共
同
施
設
で
の
各
種
手
続

き
の
案
内
や
、防
災
関
連
な
ど
の
行
政
情
報
、

文
化
・
特
産
品
な
ど
の
地
域
情
報
、
医
療
機

関
や
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
な
ど
の
生

活
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し

て
、
今
年
度
中
に
作
成
し
、
町
内
全
世
帯
へ

配
布
す
る
ほ
か
、
転
入
世
帯
に
も
随
時
配
布

す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
こ
の
情
報
誌
は
作

成
費
用
を
掲
載
さ
れ
る
広
告
料
で
ま
か
な

い
、
公
費
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

く
ら
し
の
総
合
情
報
誌
と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
便
利
で
、
わ
か
り
や
す
く
、

親
し
ま
れ
る
冊
子
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

吉
備
庁
舎
企
画
財
政
課

・
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

☎
0
7
3
‐
4
3
2
‐
6
3
0
8

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
和
歌
山
中
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

【
園
芸
施
設
共
済
】

自
然
災
害
な
ど
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
・

ガ
ラ
ス
室
な
ど
の
施
設
が
被
害
を
受
け
た

と
き
、
損
害
を
補
填
し
、
農
家
の
経
営
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
の
負
担
を
軽
く
す
る

た
め
、
掛
金
の
半
分
を
国
が
負
担
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

和
歌
山
中
部
農
業
共
済
組
合

本
所
☎
0
7
3
7
‐
６
３
‐
5
1
2
1

　

海
草
支
所

☎
0
7
3
‐
4
8
2
‐
2
2
0
5

税
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
次
の

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

1
．
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ

ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
ま
た

は
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券

な
ど

2
．
外
地
の
総
領
事
館
や
日
本
人
自
治
会

な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た

も
の

お
心
当
た
り
の
方
は
税
関
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、

ご
家
族
の
方
も
問
い
合
わ
せ
や
返
還
請
求

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
管
証
券
返
還
の
ご
案
内
は
、
大
阪

税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
（
大
阪
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhtte://

w
w

w
.custom

s.go.jp/osaka/

）。

■
問
い
合
わ
せ
／

・
大
阪
税
関　

監
視
部

　

取
締
総
括
委
員
会

　

大
阪
市
港
区
海
岸
通
2
‐
1
‐
4

☎
０
６
‐
6
5
7
6
‐
3
1
1
5

・
大
阪
税
関
和
歌
山
税
関
支
署

　

下
津
出
張
所

和
歌
山
県
海
南
市
下
津
町
下
津
3
0
6
6

‐
１
６　

下
津
港
湾
合
同
庁
舎
内

☎
0
7
3
‐
4
9
2
‐
0
2
8
0

写
真
／
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
営
業
担
当
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8
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

関
西
電
気
保
安
協
会
を
は
じ
め
、
電
気

関
係
団
体
で
は
、
経
済
産
業
省
主
唱
の
も

と
毎
年
8
月
を
電
気
使
用
安
全
月
間
と
定

め
、
電
気
事
故
の
防
止
を
図
る
た
め
、
全

国
で
一
斉
に
電
気
の
安
全
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ご
家
庭
や
職
場
で
電
気
事
故

を
防
止
す
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
電
気
安

全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
／
関
西
電
気
保
安
協
会　

和
歌
山
支
店
御
坊
営
業
所

　

☎
0
7
3
8
‐
２
３
‐
2
3
6
8

ご
存
じ
で
す
か
？
建
退
共
制
度

建
退
共
制
度
は
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉

の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。

・
加
入
で
き
る
事
業
主
／
建
設
業
を
営
む

方

・
対
象
と
な
る
労
働
者
／
建
設
業
の
現
場

で
働
く
人

・
掛
け
金
／
日
額
3
1
0
円

■
問
い
合
わ
せ
／
独
立
行
政
法
人　

勤
労

者
退
職
金
共
済
機
構　

建
設
業
退
職
金

共
済
事
業　

和
歌
山
支
部

☎
0
7
3
‐
4
3
6
‐
1
3
2
7

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

講
習
の
お
知
ら
せ

・
講
義
時
間
は
、
い
ず
れ
も
9
時
～
17
時

（「
地
山
の
堀
削
お
よ
び
土
止
め
支
保
工

作
業
主
任
者
」「
石
綿
取
り
扱
い
作
業

従
事
者
特
別
教
育
」
は
13
時
～
）。

・
講
演
会
の
受
け
付
け
は
、
講
習
会
開
催

の
約
1
カ
月
前
か
ら
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
建
設
業
労

働
災
害
防
止
協
会
和
歌
山
県
支
部

☎
0
7
3
‐
4
3
6
‐
1
3
2
7

水 

道

◆
◆
◆

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

8
月
の
水
道
料
金
の
お
支
払
い
期
限

は
、
24
日（
月
）
で
す
。
口
座
振
替
の
お

客
さ
ま
は
、
預
金
残
高
の
確
認
を
お
忘
れ

な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

献 

血

◆
◆
◆

8
月
の
献
血

●
8
月
20
日（
木
）

・
有
田
振
興
局
前　
　

10
時
～
12
時
45
分

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

講　習　名 日　　　程
建築物などの鉄骨組み立てなど
作業主任者 8 月 4 日（火）～ 5 日（水）

地山の堀削および
土止め支保工作業主任者 9 月 1 日（火）

石綿取り扱い作業従事者特別教育 9 月 17 日（木）

コンクリート橋架設など
作業主任者 10 月 6 日（火）～ 7 日（水）

現場管理者統括管理講習 10 月 20 日（火）

足場の組み立てなど作業主任者 11 月 10 日（火）～ 11 日（水）

職長・安全衛生責任者教育 11 月 25 日（水）～ 26 日（木）
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こ
の
内
、
湯
浅
方
面
か
ら
高
野
山
へ
至
る
参
詣
道
は
、
湯
浅

町
境
か
ら
県
道
吉
原
湯
浅
線
沿
い
に
東
へ
進
み
、
町
道
と
の
交

差
点
を
左
に
分
岐
し
、
土
生
方
面
へ
と
坂
道
を
登
り
ま
す
が
、

か
つ
て
の
古
道
沿
い
に
建
て
ら
れ
て
い
た
道
標
が
、
道
路
拡
幅

に
伴
い
現
在
地
へ
と
移
さ
れ
、
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

道
標
は
、
小
字
名
か
ら
「
出
合
の
地
蔵
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
高

さ
七
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
自
然
石
の
中
央
に
、
地
蔵
尊
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
表
面
に
は
「
右
む
ら
な
か
道
、
左
い
せ

か
（
こ
）
う
や
道　

利
右
衛
門
」
と
あ
り
、
裏
面
に
は
宝
暦
三

年
（
一
七
五
三
）
九
月
と
い
う
建
立
年
代
が
彫
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
道
が
か
つ
て
の
伊
勢
・
高
野
山
参
詣
道
の
一
つ
で
あ
っ
た

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

車
で
移
動
す
る
こ
と
が
多
い
現
代
社
会
で
は
、
道
標
な
ど
も

気
付
き
に
く
い
存
在
で
す
が
、お
近
く
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、

見
学
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
、
高
野
山
が
開
創
さ
れ
て
一
二
〇
〇
年
に
あ
た
り
ま
す
。

弘
仁
七
年
（
八
一
六
）
嵯
峨
天
皇
か
ら
高
野
山
の
地
を
与
え
ら
れ
た

空
海
は
、密
教
の
修
行
道
場
と
し
て
金
剛
峯
寺
を
建
て
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
弘
法
大
師
信
仰
の
聖
地
と
し
て
、
ま
た
浄
土
信
仰
と
も
合

い
ま
っ
て
多
く
の
信
仰
を
集
め
、
千
年
以
上
も
前
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
幾
多
の
人
々
が
参
詣
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
一
六
年

に
は
熊
野
三
山
や
吉
野
山
、
大
峯
山
な
ど
と
と
も
に
「
紀
伊
山
地
の

霊
場
と
参
詣
道
」
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
人
類
共
通
の
文

化
遺
産
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

高
野
山
へ
と
登
る
主
要
な
参
詣
道
は
、高
野
七
口
と
も
呼
ば
れ
、

慈
尊
院
（
九
度
山
町
）
か
ら
高
野
山
上
ま
で
一
町
、
一
里
ご
と
に

標
識
と
な
る
町
石
が
立
つ
「
町
石
道
」
が
最
も
主
要
な
参
詣
道
と

し
て
有
名
で
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
有
田
地
方
か
ら
高
野
山
へ
至

る
参
詣
道
も
古
来
よ
り
存
在
し
、「
裏
街
道
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
有
田
川
町
内
に
も
参
詣
道
が
存
在
し
、
そ
の
多
く
は
現
在

の
生
活
道
と
し
て
整
備
拡
幅
さ
れ
、
古
道
の
雰
囲
気
を
留
め
て
い

ま
せ
ん
が
、
路
傍
に
残
さ
れ
た
道
標
や
石
仏
が
当
時
の
面
影
を
今

に
伝
え
て
い
ま
す
。

高
野
参
詣
道
（
一
）

そ
の
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